
明
治
３０
年
代
に
下
伊

那
で
発
刊
さ
れ
た
雑
誌

『
伊
那
青
年
』
が
南
信

州
地
域
資
料
セ
ン
タ
ー

に
よ
り
全
巻
復
刻
さ
れ

た
。
今
ま
で
見
る
こ
と

が
困
難
な
雑
誌
で
あ
っ

た
の
で
、
こ
の
復
刻
版

の
出
版
は
喜
ば
し
い
。

同
誌
は
当
時
活
動
を
し

て
い
た
伊
那
青
年
会
の

機
関
誌
で
、
記
事
内
容

は
多
岐
に
わ
た
る
。
こ

れ
を
機
に
同
時
代
の
下

伊
那
に
つ
い
て
の
理
解

が
進
む
こ
と
で
あ
ろ

う
。そ

の
中
で
も
同
誌

は
、
文
芸
欄
が
充
実
し

て
い
る
。
た
く
さ
ん
の

作
品
を
読
む
こ
と
が
で

き
る
の
が
う
れ
し
い
。

同
時
期
は
、
全
国
的
に

見
る
と
正
岡
子
規
や

『
明
星
』
な
ど
に
よ
り

俳
句
短
歌
が
革
新
さ
れ

て
い
た
時
期
。
下
伊
那

も
そ
の
影
響
を
受
け
た

俳
句
の
「
松
聲
会
」
や

短
歌
の「
若
菜
会
」が
で

き
て
、
多
く
の
青
年
が

参
加
し
て
い
た
。
こ
れ

ま
で
、
そ
れ
ら
の
会
に

所
属
し
た
会
員
名
（
雅

号
・
ペ
ン
ネ
ー
ム
）
は

わ
か
っ
て
い
た
が
、
そ

の
作
品
が
伝
わ
ら
な
い

人
が
多
か
っ
た
。『
伊
那

青
年
』
に
は
そ
ん
な
会

員
達
の
作
品
が
多
数
掲

載
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
は
、「
松
聲

会
」「
若
菜
会
」
の
両
会

に
属
し
て
い
た
奥
村
天

心
と
い
う
人
物
を
紹
介

し
た
い
。
天
心
の
作
品

は
『
伊
那
青
年
』
以
外

で
は
ほ
と
ん
ど
読
む
こ

と
が
で
き
ず
、
人
物
も

特
定
で
き
な
か
っ
た
会

員
で
あ
っ
た
。
両
会
に

は
同
じ
奥
村
姓
で
奥
村

天
籟
と
い
う
人
が
い

る
。
こ
の
天
籟
に
つ
い

て
は
、
奥
村
邦
光
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い

る
。
邦
光
は
、
幕
末
期

の
平
田
派
国
学
門
人
の

奥
村
邦
秀
の
息
子
。
こ

の
親
子
は
と
も
に
和
歌

が
堪
能
で
あ
る
た
め
、

父
の
邦
秀
も
松
聲
会
会

員
で
あ
る
と
伝
え
る
研

究
書
が
あ
っ
た
。
す
る

と
天
心
は
邦
秀
と
い
う

こ
と
に
な
る
が
、
奥
村

邦
秀
と
言
え
ば
飯
田
で

一
番
早
く
平
田
派
門
人

に
な
っ
た
人
。
明
治
３０

年
代
は
６０
歳
代
の
後

半
。
他
の
会
員
と
は
ず

い
ぶ
ん
年
齢
差
が
あ
り

疑
わ
し
か
っ
た
。

こ
の
疑
問
を
解
決
し

て
く
れ
る
写
真
が
、
桃

澤
匡
行
氏
が
刊
行
し
た

『
正
岡
子
規
直
門

桃

澤
茂
春
』
に
あ
っ
た
。

同
書
は
全
八
巻
か
ら
な

る
大
変
な
る
労
作
で
あ

る
が
、
そ
の
『
資
料
二

遺
稿
』
の
８
�
に「
若

菜
会
」
の
会
員
名
簿
が

写
真
掲
載
さ
れ
て
い

た
。
こ
の
写
真
は
数
年

前
に
撮
影
さ
れ
た
も
の

で
、原
本
は
現
在
、行
方

不
明
に
な
っ
て
い
る
と

い
う
。
こ
の
貴
重
な
名

簿
写
真
に
「
飯
田
廣
小

路
奥
村
租
一
天
心
」

と
あ
っ
た
。
こ
れ
に
よ

り
天
心
が
租
一
と
い
う

人
物
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
っ
た
。

奥
村
租
一
に
つ
い
て

は
奥
村
隆
彦
著
『
奥
村

邦
秀
』
に
同
家
の
家
系

図
が
あ
り
、「
租
一
」
の

名
を
見
る
こ
と
が
で
き

た
。租
一
は
邦
秀
の
孫
、

天
籟
邦
光
の
息
子
で
あ

っ
た
。
ま
た
、
天
心
に

は
租
一
の
他
に「
邦
忠
」

と
い
う
名
が
あ
り
、「
明

治
三
十
九
年
九
月
十
四

日
没
二
十
九
才
」
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

夭
折
の
人
で
あ
っ
た
。

天
心
租
一
の
死
に
つ

い
て
は
年
月
が
特
定
で

き
た
の
で
、
当
時
の
新

聞
「
信
南
」
を
調
べ
る

と
、「
大
宮
の
大
惨
事

即
死
者
一
名

重
傷
者

二
名

軽
傷
者
数
名
」

の
見
出
し
を
見
つ
け

た
。
記
事
は
今
宮
例
祭

の
煙
火
が
行
わ
れ
、「
大

筒
に
火
を
点
じ
火
炎
漸

く
盛
な
ら
ん
と
す
る
そ

の
な
か
ば
に
お
い
て
轟

然
爆
裂
し
破
片
四
方
に

飛
散
し
（
中
略
）
奥
村

租
一
氏
は
左
顔
部
に
裂

傷
を
受
け（
中
略
）遂
に

死
亡
」
と
あ
っ
た
。
つ

ま
り
、
天
心
は
お
祭
り

の
花
火
事
故
で
亡
く
な

る
と
い
う
痛
ま
し
い
最

期
を
遂
げ
た
人
で
あ
っ

た
。
２９
歳
の
突
然
の
死

が
、
こ
の
人
の
作
品
を

後
世
に
残
せ
な
か
っ
た

大
き
な
原
因
で
あ
ろ
う
。

と
す
れ
ば
、こ
の『
伊

那
青
年
』
に
残
る
天
心

作
品
は
本
当
に
貴
重
な

も
の
で
あ
る
。
紹
介
を

し
た
い
。
ま
ず
、
９
号

に
は
俳
句
が
あ
り
「
朝

さ
む
や
水
ぬ
る
み
た
る

山
の
井
戸
」

次
に
１６
号
に
短
歌

「
額
堂
の
丹
塗
は
は
け

て
神
花
の
老
樹
白
梅
花

咲
き
て
お
り
」
な
ど
三

首
。１７

号
に
俳
句
「
公
園

の
ベ
ン
チ
曝
れ
け
り
青

嵐
」
こ
の
号
は
松
聲
会

の
メ
ン
バ
ー
が
み
な
カ

タ
カ
ナ
入
り
俳
句
を
掲

載
し
て
い
て
、
新
派
俳

句
会
ら
し
さ
を
出
し
て

い
る
。

２５
号
に
短
歌
「
春
深

み
小
川
の
浮
藻
花
咲
き

て
岸
の
浅
瀬
に
蟹
の
子

遊
ぶ
」
こ
の
号
に
は
桃

澤
茂
春
な
ど「
若
菜
会
」

会
員
の
歌
が
並
ん
で
い

る
の
で
歌
会
に
出
し
た

作
品
か
も
し
れ
な
い
。

『
伊
那
青
年
』
発
行

期
は
天
心
、
ま
だ
二
十

代
前
半
。
初
々
し
さ
が

残
る
作
品
で
あ
る
。
和

歌
を
た
し
な
む
一
家
に

生
ま
れ
、
本
人
も
短
歌

俳
句
に
興
味
を
持
ち
始

め
て
い
た
の
で
あ
ろ

う
。
夭
折
の
人
の
作
品

は
読
ん
で
い
る
と
様
々

な
こ
と
を
思
う
。
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復刻版『伊那青年 17号』カタカ
ナ入り俳句 一番左が天心句
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